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カ
ン
ト

の
歴
史
哲
學
（
ご

二
四

米
田
庄
太
郎

緒
　
　
言

　
抑
々
カ
ン
ト
は
歴
史
哲
學
を
如
何
に
観
念
し
、
叉
其
の
問
題
を
如
何
に
決
定
し
、
早
発
等
の
問
題

を
研
究
す
る
早
め
に
如
何
な
る
方
．
法
を
用
ひ
、
又
単
勝
の
問
題
に
就
て
如
何
な
る
解
決
を
下
し
て

居
つ
π
か
を
考
究
し
て
、
之
を
余
輩
の
…
融
會
下
上
よ
参
批
判
的
に
槍
志
し
、
以
て
現
代
杜
會
學
の
機

達
に
即
し
て
カ
ン
ト
は
如
何
な
る
貢
献
を
な
し
て
居
る
か
を
考
察
せ
ん
と
す
る
，
の
が
本
論
文
，
の

目
的
．
で
あ
る
。

　
今
臼
魁
會
學
上
重
要
硯
さ
る
＼
思
想
は
、
唱
般
に
近
代
科
學
的
研
究
の
結
果
と
し
て
論
述
さ
れ

て
居
る
、
叉
か
＼
る
形
態
に
於
て
之
を
論
述
す
る
は
、
今
日
の
魁
會
弱
者
の
一
般
に
用
・
ひ
て
居
る
方

法
で
あ
る
。
併
し
共
倒
の
患
想
其
物
の
多
く
は
決
し
て
近
代
科
學
的
研
究
に
よ
ウ
て
始
め
て
到

達
さ
れ
駆
る
も
の
、
或
は
樹
立
さ
れ
π
る
竜
の
に
非
ら
ず
し
て
、
以
前
の
晴
代
の
層
層
．
者
に
よ
り
て

既
に
説
蓮
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
既
に
古
代
の
哲
學
者
に
．
よ
う
て
読
述
さ
れ
て
居



　
つ
だ
竜
の
竜
少
な
く
な
い
。
さ
れ
ば
一
の
科
學
と
し
て
の
三
二
學
の
●
概
念
其
物
は
近
代
科
學
の
．

　
疎
達
の
結
果
と
し
て
始
め
て
生
れ
π
る
竜
の
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
内
容
を
な
す
思
想
の
多
く
は

　
既
に
前
代
に
磯
逮
し
て
今
日
の
杜
三
法
に
憾
は
れ
る
竜
の
に
し
て
．
一
般
に
肚
會
學
上
の
著
作
論

　
丈
・
が
讃
者
に
印
象
を
與
ム
る
加
く
、
今
日
の
冠
會
學
者
が
近
代
科
學
的
研
究
に
よ
ウ
て
始
め
て
樹

　
喫
し
た
竜
・
の
で
な
い
。
併
し
此
の
，
事
は
肚
會
學
者
自
身
に
於
て
竜
よ
く
理
解
さ
れ
て
居
ら
な
い

　
揚
合
が
多
い
。
　
一
の
科
學
と
し
て
の
肚
會
學
の
概
念
は
新
し
き
も
の
で
あ
る
が
工
め
に
．
悪
慣
學

　
の
内
容
其
物
も
全
く
新
し
き
竜
の
、
如
く
考
ふ
る
晶
々
は
少
な
く
な
い
。
今
日
見
る
が
如
き
形
，

　
態
に
於
て
は
祇
會
學
は
確
か
に
現
代
の
要
求
に
鷹
じ
て
生
れ
π
る
新
し
き
論
叢
で
あ
る
。
併
し

　
何
れ
の
時
代
に
於
て
も
其
の
時
代
の
要
求
に
慮
ず
る
芸
道
學
は
重
質
上
存
在
し
登
達
し
て
居
つ

　
禿
の
で
あ
る
。
實
長
上
か
ら
似
れ
ば
肚
會
學
は
決
し
て
現
代
に
於
て
突
然
生
れ
生
で
た
る
新
旧
．

　
學
に
非
ら
ず
し
て
、
人
類
が
磁
器
生
活
を
批
面
的
に
考
察
す
る
傾
向
を
螢
達
さ
せ
π
其
時
に
淵
源

　
を
蓋
し
、
時
代
の
要
求
に
鷹
じ
て
夫
れ
ゐ
＼
の
形
態
を
と
っ
て
磯
達
し
來
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ

　
れ
ば
肚
會
學
は
現
代
三
二
に
於
て
始
め
て
必
要
を
認
め
ら
れ
π
る
も
の
で
な
ぐ
、
何
れ
の
時
代
に
，

　
於
て
竜
必
要
敏
く
可
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
π
。
而
し
実
現
代
署
會
學
は
長
き
深
き
歴
史
的
根

聯
概
を
有
し
、
現
代
魁
會
の
要
求
に
転
ず
る
新
し
き
形
態
に
於
て
駿
達
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
カ
ン
争
の
歴
史
哲
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
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現
代
励
筆
鋒
の
實
質
的
内
容
を
．
直
接
に
準
備
せ
る
竜
の
は
倫
理
學
、
法
理
學
、
政
治
黒
円
等
で
あ

る
が
殊
に
歴
更
哲
學
は
現
代
甦
會
學
の
直
援
先
行
者
と
し
て
之
れ
と
最
と
も
密
接
な
る
關
係
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
随
ム
て
吾
入
は
現
代
長
握
學
の
先
行
者
を
研
究
し
現
代
二
二
學
が
前
代

の
魅
會
學
よ
ウ
磯
達
せ
る
径
路
を
究
明
せ
ん
と
す
る
に
於
て
は
、
先
づ
二
更
哲
學
に
注
目
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
　
而
し
て
此
の
事
は
、
現
代
証
會
學
の
概
念
を
始
め
て
明
野
に
決
定
し
、
且
つ
只
だ
其
の
綱

領
を
示
す
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
實
質
的
に
竜
之
を
建
設
せ
ん
と
試
み
、
更
に
就
會
學
と
「
云
ふ
新
し
き

名
樗
を
も
．
創
造
せ
る
コ
叱
ト
の
肚
會
學
な
る
も
の
は
、
實
質
上
に
於
て
は
一
種
の
歴
吏
哲
．
學
に
外

な
ら
な
い
と
云
は
れ
て
居
る
の
を
見
て
竜
明
ら
か
で
あ
る
。
．
但
し
コ
ン
ト
は
鮭
．
會
學
を
肚
會
静

學
即
ち
融
會
秩
序
論
と
鮭
會
動
學
即
ち
肚
會
進
歩
論
と
に
大
蒜
し
て
居
る
が
、
實
際
彼
の
肚
會
學

上
の
大
著
作
は
殆
ん
ど
全
く
胱
會
進
歩
論
の
研
究
よ
ム
成
立
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

暑
人
ば
現
代
就
二
二
の
直
接
の
前
身
は
歴
更
哲
學
で
あ
る
と
見
倣
す
乙
と
竜
出
駕
る
。
而
し
て

現
代
二
品
學
は
其
の
内
容
に
於
て
歴
史
二
二
よ
ウ
多
く
の
思
想
を
織
承
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
吾
人
は
現
代
融
會
學
の
内
容
を
な
す
諸
般
の
思
想
の
歴
吏
的
深
義
を
十
分
に
理
解
す
る

爲
め
に
は
先
づ
二
更
哲
學
を
考
究
せ
ね
・
ば
な
ら
臓
。
今
日
二
三
學
上
の
原
理
と
か
法
則
と
か
見

傲
さ
る
㌦
竜
の
に
し
て
、
歴
更
哲
學
よ
う
傳
は
れ
る
竜
の
は
、
竜
と
歴
更
哲
學
に
於
て
如
何
な
る
意

、



　
義
を
澄
せ
し
も
の
で
あ
る
か
。
又
歴
史
哲
學
に
於
て
如
何
に
虚
血
さ
れ
て
居
つ
π
竜
の
で
あ
る

　
か
。
叉
現
代
就
會
學
は
其
込
細
面
に
於
て
歴
史
哲
學
以
上
に
何
物
を
加
へ
て
居
る
か
。
余
は
現
代

　
就
會
學
上
の
重
要
思
想
の
面
面
を
古
言
的
に
評
定
す
る
褒
め
に
は
、
先
づ
此
等
の
問
題
を
論
究
す

　
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
み
と
考
へ
て
居
る
。
併
し
此
等
の
問
題
を
現
代
肚
會
學
の
駿
現
前
の
総
て

　
の
歴
史
富
士
者
に
棄
て
研
究
す
ろ
は
容
易
な
仕
事
で
は
な
い
。
叉
之
を
雑
誌
上
の
一
論
文
に
於

　
て
企
だ
て
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
夫
れ
で
鼓
に
は
一
切
の
現
代
思
想
の
淵
源
で
あ

　
る
と
も
云
は
る
㌧
カ
ン
ト
の
歴
南
面
學
に
就
て
特
に
此
の
研
究
を
試
み
る
に
止
め
て
置
き
尤
い

　
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
　
然
る
に
カ
ン
ト
の
歴
春
曇
學
は
近
頃
に
至
る
懐
で
あ
ま
う
詳
し
き
研
究
の
素
面
と
は
さ
れ
て

　
居
ら
な
か
っ
た
。
余
は
カ
ン
ト
の
歴
更
哲
學
に
就
て
始
め
て
其
の
一
般
的
知
識
を
得
だ
の
は
フ

　
リ
ン
ト
の
最
初
の
「
歴
更
哲
學
の
歴
史
」
の
署
作
「
猫
逸
に
於
け
る
歴
更
哲
學
」
（
本
書
の
原
書
は
千
八
百

　
七
十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
と
思
ム
が
、
余
は
嘗
て
之
を
見
π
こ
と
は
な
い
。
而
し
て
余
の
閲
譲
し

　
た
の
は
其
の
佛
課
竺
概
計
ピ
蟄
唱
｝
話
8
0
℃
】
〕
貯
創
Φ
｝
、
三
。
・
8
ぎ
窪
匿
｝
Φ
営
即
α
Q
昌
Φ
に
し
て
、
京
都
青
白
大
學
の
圖

　
書
館
に
も
原
書
は
な
ぐ
、
右
の
佛
課
が
所
藏
さ
れ
て
居
る
。
）
に
ょ
う
て
曙
あ
る
が
．
其
の
後
寓
。
鼻
。
詳

擶
b
富
℃
喜
・
。
葺
①
量
Φ
・
。
・
。
疑
・
凱
u
塞
庁
・
｝
ぎ
σ
⇒
・
・
猛
図
・
簿
畠
・
二
。
蓉
。
ゴ
・
幕
無
§
藏
薯
鳥
・
毘
琶
」
。
。
↓
。
。
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二
八

鵬
　
に
よ
り
て
矢
張
極
一
般
的
な
知
識
を
得
尤
。
併
し
夫
等
の
著
作
中
に
於
て
カ
ン
下
の
歴
更
三
聖

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
に
就
て
論
蓮
さ
れ
て
居
る
事
は
甚
だ
粗
雑
で
あ
っ
て
、
習
入
は
弱
れ
に
よ
ク
て
錦
鯉
賜
な
る
知
識
・

　
よ
ム
得
る
乙
と
は
出
來
な
い
。
而
し
て
其
の
後
鼻
に
H
」
書
鷲
⑦
畠
♂
国
Φ
覧
2
録
母
国
鴛
3
冨
日
富
霞
Φ
舞
霧

　
　
幽
霧
O
霧
。
試
。
洋
三
。
。
ψ
窪
の
。
げ
塑
津
（
鉗
貯
雪
盲
窪
建
巴
2
註
o
u
鋤
び
ぎ
β
o
旨
δ
自
幽
σ
Q
け
註
。
・
け
捧
H
Q
◎
0
5
に
よ
ム
て
皆
々
ま

　
と
ま
つ
だ
知
識
を
得
尤
が
、
是
れ
竜
甚
だ
不
満
足
な
竜
の
で
あ
っ
か
。
要
す
る
に
現
世
紀
に
入
る

　
ま
で
に
は
カ
ン
ト
の
歴
更
哲
學
に
調
て
は
詳
し
き
研
究
を
企
だ
て
だ
人
は
誰
竜
な
か
つ
π
の
で

　
あ
る
。
而
し
て
余
は
其
の
事
を
始
め
て
カ
ン
ひ
の
歴
更
曲
面
を
詳
し
く
研
究
し
た
プ
リ
ッ
、
メ
噌
ヂ

　
ク
「
ス
氏
が
千
九
百
二
年
国
勲
暮
。
・
9
象
Φ
U
に
於
て
登
表
せ
る
論
丈
浮
欝
蜜
Φ
象
◎
須
“
三
碧
畜
困
巨
9
。
娼
ぼ
Φ

　
　
衛
窪
Q
Φ
m
o
ピ
。
ま
㊦
に
於
て
學
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
同
氏
は
右
の
論
丈
の
始
め
に
「
カ
ン
㌔
に
青
れ
と
云

　
ふ
隣
聲
が
常
に
軽
々
、
面
争
は
れ
難
き
大
な
る
敷
面
を
奏
し
つ
＼
高
あ
ら
れ
て
來
π
最
近
四
十
年

　
問
に
、
ま
■
だ
大
ヶ
「
こ
ヒ
ス
ペ
婁
ル
ガ
『
の
対
曲
哲
學
に
就
て
深
き
探
究
を
試
み
π
る
一
の
軍
篇

　
物
さ
へ
現
は
れ
て
立
ち
な
い
の
は
不
忽
議
に
思
は
れ
る
程
で
あ
る
」
と
云
は
れ
、
且
つ
其
の
理
由
に

　
就
て
少
し
く
論
述
し
て
居
る
。
鼓
に
は
其
の
理
由
に
就
て
特
に
論
晒
す
る
必
要
竜
あ
る
ま
い
と

　
思
ふ
が
、
と
に
か
く
現
世
紀
に
入
ム
て
メ
『
ヂ
ク
；
ス
氏
の
論
文
の
現
は
る
＼
ま
で
は
．
カ
ン
ト
の

　．

�
j
哲
學
に
關
す
る
詳
し
き
研
究
は
行
は
れ
て
居
ら
な
か
つ
禿
の
で
あ
る
。
而
し
て
余
自
身
竜



　
是
れ
ま
で
自
か
ら
カ
シ
ト
の
著
作
に
就
て
直
接
彼
の
歴
更
哲
學
を
研
究
し
た
乙
と
ぼ
な
く
、
メ
置

　
ヂ
ク
、
書
ス
氏
の
論
文
に
よ
う
て
始
あ
て
之
を
組
織
的
に
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
其
後
同
氏
の
論

　
文
を
π
よ
う
て
直
接
カ
ン
ト
の
著
作
を
渉
介
し
同
氏
の
論
ず
る
以
上
に
多
少
得
る
威
も
あ
っ
た

　
が
、
併
し
本
論
交
中
歴
史
哲
學
上
の
諸
問
題
に
質
す
る
カ
ン
ト
の
読
と
し
て
述
ぶ
る
庭
は
主
と
し

　
て
同
氏
の
研
究
よ
ウ
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
竜
つ
と
も
之
れ
を
現
代
鮭
會
學
上
か
ら
見
て
評
償

　
す
る
露
は
全
く
余
自
身
の
意
見
で
あ
っ
て
、
侮
人
に
も
負
ふ
愚
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
今
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
學
を
考
究
し
て
現
代
…
耽
會
學
上
に
於
け
る
其
の
意
義
を
究
明
し
評
憤
せ

　
ん
と
す
る
に
當
て
，
余
は
少
し
く
歴
史
哲
學
と
就
轟
轟
と
の
關
係
に
就
て
論
述
し
て
置
き
た
い
と

　
思
ふ
。
．
亙
れ
先
づ
此
の
關
係
を
決
定
し
て
置
曳
こ
と
は
本
論
丈
の
問
題
を
研
究
す
る
上
に
必
要

　
で
あ
る
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
肚
會
學
の
概
念
管
鑓
歴
々
哲
學
の
概
念
竜
共
に
今
街

　
ほ
一
定
し
．
て
居
’
ら
な
い
か
ら
、
爾
者
の
七
日
を
明
白
に
決
定
す
る
こ
と
が
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
殊

　
に
競
近
に
至
っ
て
歴
史
哲
學
に
賑
し
て
新
し
き
概
念
が
機
達
し
て
蘂
て
、
其
の
肚
會
學
と
の
關
係

　
を
決
定
す
る
こ
と
は
盆
■
々
困
難
に
な
っ
て
居
る
。
余
は
さ
き
に
歴
魁
偉
學
は
現
代
肚
會
學
の
直

　
接
の
前
身
で
あ
る
，
と
云
ふ
だ
が
、
撚
れ
は
起
首
更
哲
學
の
概
念
、
肚
會
學
が
ま
だ
一
の
祉
會
的
弓
學

麟
と
し
て
承
認
さ
る
・
以
前
の
歴
更
哲
學
の
概
念
に
就
て
云
ふ
泥
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
新
し
き
歴

　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
一
歴
史
哲
｝
摯
　
　
「．

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
妬
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哲
學
研
魔
　
第
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
G

更
哲
學
の
概
念
に
立
て
考
ふ
れ
ば
、
其
の
魁
露
塵
と
の
漫
画
を
簡
軍
に
右
の
如
く
に
決
定
す
る
こ

と
は
出
家
な
い
の
ぞ
あ
る
。
併
し
鼓
に
此
の
問
題
を
詳
し
く
論
述
す
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
共
の

一
般
を
論
ず
る
だ
け
に
止
め
る
。

二
、
歴
史
哲
學
と
肚
會
學
と
の
關
係
に
關
す
る
現
今
の
諸
見
解

　
余
は
八
九
年
前
の
京
都
帝
最
大
學
文
科
大
辛
の
耐
會
學
普
蓮
講
義
に
於
て
特
に
証
會
學
と
歴

更
哲
學
と
の
關
係
を
論
じ
だ
て
と
が
あ
る
。
而
し
て
其
の
際
先
づ
當
時
此
の
問
題
に
題
し
て
學

界
に
行
は
れ
て
居
つ
π
諸
見
解
を
分
類
し
て
、
學
生
に
示
し
π
が
h
蝕
に
も
矢
張
う
先
づ
其
の
分
類

を
墨
げ
て
此
の
問
題
を
論
究
す
る
端
緒
と
し
π
い
と
思
ふ
。

　
の
倉
本
哲
學
ば
母
野
の
進
化
を
考
究
す
る
竜
の
に
し
て
、
而
し
て
母
野
學
の
成
立
し
π
る
上
は

　
　
全
く
其
の
申
に
吸
牧
、
さ
れ
濁
立
の
學
問
π
る
資
格
を
失
な
ふ
も
の
で
あ
る
と
見
る
見
解
，
－

　
此
の
見
解
は
圃
時
枇
會
學
者
の
聞
に
偉
く
行
は
・
れ
た
る
竜
の
で
あ
る
。
（
石
ρ
Φ
罎
毒
ρ
昌
蟄
こ
Q
8
諺
o
G
・
一
窪

寒
冷
茜
§
噂
H
。
。
。
。
群
O
錯
琶
℃
δ
≠
凶
§
り
弓
Q
8
凶
9
。
u
q
凶
Φ
霞
目
℃
9
一
冒
ぎ
H
。
。
㊤
b
ひ
’
○
達
爵
嶺
。
・
“
娼
ビ
冒
。
旦
＄
9
，
Q
e
。
9
9
0
α
Q
気
払
。
。
O
①
、
等

謬
毒
）
。
爾
ほ
歴
更
哲
學
の
肚
會
學
に
落
す
る
關
・
係
を
練
金
術
の
化
學
、
星
占
術
の
天
文
學
に
回
す

る
關
係
に
比
す
る
人
々
さ
へ
あ
っ
た
。
（
禦
亀
貯
戸
ω
o
。
巳
δ
一
心
P
⇔
羅
乱
犀
蔭
口
。
①
の
8
δ
一
。
σ
q
旦
同
。
。
q
。
歌
・
擦
、
o
乱

　」’’
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剛飢

ﾏ
じ
あ
寓
曾
8
ロ
a
8
芝
Φ
O
o
覧
。
影
鴛
ビ
即
旨
Φ
弘
。
。
。
。
c
ゆ
等
墾
考
）
。
ゲ
ア
ン
ニ
は
気
血
哲
學
を
魚
鋤
術
や
屋
占

術
に
比
す
る
は
．
上
れ
甚
だ
不
謹
愼
な
無
党
獄
叉
不
正
な
見
解
で
あ
る
と
し
て
、
此
の
見
解
を
大
に

非
難
し
、
歴
二
百
學
が
肚
會
學
の
襯
逮
に
及
ぼ
せ
る
影
響
、
砒
會
學
考
が
歴
典
哲
學
を
學
ぶ
こ
と
に

よ
う
て
受
く
る
二
黒
、
歴
更
哲
學
の
原
理
の
継
會
學
に
よ
め
て
盆
々
確
立
さ
れ
π
る
こ
と
、
殿
會
學

　
　
　
　
　
ズ

が
歴
聖
哲
學
よ
う
重
要
な
る
或
原
理
を
言
承
せ
る
≧
と
等
を
あ
げ
て
詳
し
く
論
じ
て
居
る
。
　
併

し
今
田
二
言
學
に
封
し
て
歴
更
哲
學
は
一
の
學
筒
と
し
て
如
何
に
構
成
せ
ら
る
着
き
か
を
論
じ

て
居
ら
揮
い
。
彼
も
つ
懐
ム
は
歴
吏
哲
學
は
耐
會
學
の
中
に
玉
垂
さ
れ
る
竜
の
と
見
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
〈
夢
窪
詑
男
該
彰
Φ
ζ
口
Φ
Φ
費
目
冒
騒
．
O
σ
○
蟹
造
語
塑
O
肖
回
謡
8
象
ω
0
9
0
一
◎
σ
Q
宣
H
o
D
G
◎
Q
o
●

　
②
歴
更
哲
學
は
二
言
學
と
同
じ
く
趾
會
生
活
を
野
象
と
す
る
竜
の
で
あ
る
が
併
し
共
の
着
眼

　
織
に
於
て
之
れ
と
異
な
れ
る
も
の
と
見
る
見
解
、

　
ヴ
ン
ト
は
肚
會
學
は
入
類
証
會
の
脚
脚
部
ユ
齢
硯
慰
す
る
竜
の
で
あ
る
が
、
叢
れ
に
甥
し
て
歴
更
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
ゲ
ヨ
ソ
グ

學
は
其
等
の
只
言
を
生
起
攣
動
せ
し
む
る
過
程
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ム
て
居
る
が
、
肚

會
忌
中
に
て
竜
爾
米
の
3
ル
モ
の
如
き
は
矢
張
ウ
同
じ
見
解
を
と
っ
て
出
方
哲
學
は
出
立
な
る

學
問
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
。
各
自
島
ダ
ピ
。
0
9
凌
H
㌍
b
診
い
Q
9
目
P
鷺
貯
。
凶
覧
畠
σ
D
8
§
○
σ
q
凶
8
ρ
お
O
q
・

　
言
論
鼻
面
學
は
其
の
方
法
及
び
目
的
に
於
て
本
來
山
雨
學
と
は
異
な
れ
る
濁
立
な
る
學
問
で

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



1540

　
　
　
　
哲
墨
研
究
　
　
箪
三
十
四
號
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
、
あ
る
と
見
る
見
解
、

　
ジ
ェ
タ
ィ
ン
の
説
ほ
此
の
見
解
の
代
表
者
と
見
倣
し
得
ら
れ
る
と
患
ふ
が
、
彼
の
考
ム
る
露
に
よ

れ
ば
先
づ
歴
史
鉱
質
は
主
と
し
て
演
繹
的
構
成
法
を
用
び
、
赴
土
定
は
蹄
納
的
方
法
を
用
ゆ
る
に

於
て
爾
者
は
異
な
う
、
次
に
愛
山
黒
髪
は
世
界
の
究
極
原
理
と
普
題
下
法
則
と
を
考
究
す
る
を
目

的
と
す
る
が
、
就
會
學
は
本
來
二
等
的
な
る
聖
賢
に
し
て
、
薩
會
学
事
實
を
其
の
最
と
竜
包
括
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ざ
ト
あ
　
　
　
　
　
ヂ
ぎ
ペ
ソ

る
基
礎
に
於
て
整
理
し
、
其
の
申
に
一
定
の
律
動
及
び
類
型
を
磯
見
せ
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
に

於
て
、
叉
福
者
は
異
な
っ
て
居
る
。
　
目
昌
町
角
㈹
σ
Q
田
舞
P
⇔
δ
雨
Q
o
N
罫
一
Φ
固
．
鳥
・
σ
⇔
Φ
一
影
ζ
o
深
Φ
Q
塁
b
｝
】
出
○
零
℃
縁
ρ
同
Q
O
㊤
Φ
・

ω
。
｝
餐
陣
σ
Q
Φ
乞
）
δ
喜
ぎ
。
・
。
嘗
島
山
㊤
Q
①
m
。
】
H
喜
庁
⑩
』
。
謹
直
p
国
ω
。
。
圃
。
一
。
σ
Q
ぽ
象
爵
β
お
O
。
。
．

　
㈱
歴
史
哲
學
は
鮭
會
學
の
上
に
位
し
て
敢
写
実
の
結
果
を
総
揺
す
る
學
問
で
あ
る
と
・
見
る
見

　
　
解
。

　
此
の
見
解
は
急
流
の
ラ
ッ
ボ
ボ
『
塾
の
読
に
よ
ウ
て
最
と
も
よ
く
代
表
さ
れ
て
居
る
と
思
ふ
が
、

彼
の
論
ず
る
慮
に
よ
れ
ば
，
懸
れ
野
里
は
人
類
の
駿
達
の
必
要
條
件
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
唯
輔
の

直
言
で
は
な
い
、
而
し
て
日
豊
會
進
化
は
歴
翌
翌
進
化
と
は
全
然
同
一
な
る
も
の
で
な
い
。
　
吾
人

・
は
就
會
の
外
に
個
人
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
而
し
て
胱
會
と
個
人
と
の
相
互
的
作

用
或
は
影
響
の
下
に
於
て
人
類
は
襲
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
証
愈
學
は
静
掛
算
及
び
動
學



　
的
見
地
よ
垂
只
肚
會
の
形
態
だ
け
を
研
究
す
る
學
問
に
し
て
、
人
類
登
逮
の
全
膿
を
封
象
と
す
る

　
も
の
で
な
い
。
而
し
て
之
を
方
言
乏
し
て
研
究
す
る
も
の
は
帥
ち
藩
吏
訳
詞
で
あ
る
。
要
す
る

　
に
肚
會
學
は
入
類
登
達
の
言
言
の
方
面
だ
け
を
研
究
す
る
竜
の
で
あ
る
が
、
歴
史
哲
學
は
祉
會
と

　
個
人
と
が
、
相
互
的
作
用
或
は
影
響
の
下
に
於
て
進
議
し
行
く
其
の
…
進
化
の
全
膿
を
研
究
す
る
も

　
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
歴
史
哲
學
は
…
二
二
學
の
上
に
位
し
．
開
口
の
結
果
を
総
括
す
る
一
丁
高
大
な
る

　
學
問
で
あ
る
の
で
あ
る
。
舅
夢
等
。
領
芸
国
毎
O
｝
｝
竃
鱒
叶
Φ
沼
田
崇
美
魁
霞
鼠
Φ
臣
。
創
Φ
5
β
幽
頃
≧
箕
蜂
。
｝
旨
面
窪
伽
亀

　
男
三
。
訴
。
喜
随
㊦
脳
2
Q
Φ
ψ
亀
｝
露
量
同
。
。
り
9
夢
囹
霞
。
改
。
嘗
δ
鳥
巴
、
㎞
冒
｛
己
D
仲
。
貯
・
⑩
。
毒
塁
召
。
。
凶
2
】
8
匙
巴
、
穿
。
門
葺
。
呂
8
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
働
共
の
根
本
思
想
に
於
て
は
大
膣
上
㈲
の
見
解
と
一
致
し
て
居
る
が
、
併
し
脱
會
學
を
以
て
只

　
　
　
人
類
進
化
の
鮭
會
の
方
面
だ
け
を
研
究
す
る
も
の
と
見
倣
さ
ず
、
其
の
全
膿
に
於
て
之
を
研

　
　
　
究
す
る
竜
の
と
見
倣
し
、
随
ふ
て
肚
會
學
と
歴
史
上
學
と
は
實
質
的
に
は
同
一
の
學
問
で
あ

　
　
　
る
と
観
念
し
、
而
し
て
實
質
上
野
四
壁
は
此
の
如
き
脇
の
で
あ
る
以
上
は
、
只
肚
會
の
方
面
だ

　
　
　
け
を
研
究
す
る
も
の
＼
如
き
誤
解
を
起
し
易
き
麗
會
學
と
云
ふ
語
を
避
け
て
、
歴
史
哲
學
ζ

　
　
　
云
ふ
語
を
用
ひ
ん
と
す
る
見
解
、

　
　
此
の
見
解
は
バ
貰
ル
ト
の
説
に
よ
シ
て
最
と
も
よ
く
代
表
さ
れ
て
居
る
が
、
彼
の
考
ぶ
る
庭
に

塒
よ
れ
ば
潟
瞬
搬
出
9
麿
鶴
嬢
刃
物
㎡
相
離
す
可
か
ら
ざ
る
關
係
を
以
て
相
互
に
結
合
ず
る
莞

　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
折
n
出
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
三
三
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三
閥

な
も
て
、
一
よ
ウ
離
し
て
他
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
吾
人
は
人
聞
類
型
よ
う
切
昼

離
し
て
品
玉
類
型
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
家
な
け
れ
ば
、
叉
杜
漏
類
型
よ
う
切
う
離
し
て
人
聞
類

型
を
理
解
す
る
こ
と
竜
出
來
な
い
。
要
す
る
に
入
訳
の
羅
命
を
理
解
す
る
爲
あ
の
學
問
は
只
一

つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。
之
を
魅
會
學
と
卜
し
て
も
よ
け
れ
ば
回
歴
更
哲
學
と
面
し
て
も
よ
い
。

計
れ
ば
古
名
樗
上
の
差
異
だ
け
で
實
質
は
常
に
同
じ
竜
の
で
あ
る
。
併
し
受
入
は
肚
會
學
と
云

ふ
語
よ
ウ
竜
寧
ろ
歴
更
哲
學
と
云
ふ
語
を
選
び
た
い
と
思
ふ
。
其
の
主
要
な
る
理
由
は
二
つ
あ

る
。
　
一
は
祉
會
學
と
云
ふ
語
は
人
類
進
化
の
一
方
面
帥
ち
魁
會
の
方
面
を
偏
重
し
て
、
他
の
方
面

漕
即
ち
人
問
類
型
の
方
面
を
看
遇
し
叉
は
輕
観
す
る
も
の
㌧
如
き
威
を
世
人
に
輿
ふ
る
危
瞼
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
二
は
歴
更
哲
學
と
云
ム
語
は
魁
會
學
と
云
ふ
語
よ
う
竜
古
き
歴
史
的
権
利
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
切
鍵
ξ
ご
δ
℃
無
き
。
。
○
℃
｝
｝
貯
急
霞
Φ
霧
◎
讐
◎
ま
①
⇔
『
ω
o
巴
9
0
駐
ρ
H
。
。
Φ
9

　
働
歴
史
哲
學
は
認
識
論
的
學
問
に
し
て
、
祇
會
學
の
如
き
實
質
的
學
問
で
な
く
、
随
ふ
て
雨
者
は

　
　
本
学
學
問
的
性
質
を
異
に
す
る
夫
れ
そ
れ
猫
立
の
二
男
で
あ
る
と
見
る
見
解
、

　
即
既
の
見
解
は
二
更
哲
學
の
最
新
概
念
の
一
を
登
揮
す
る
竜
の
に
し
て
、
要
す
る
に
實
質
的
な
る

自
然
科
學
に
勤
し
て
、
吾
人
は
如
何
掌
る
途
を
と
う
、
如
何
掌
る
方
法
を
用
ひ
、
叉
如
何
程
ま
で
饅
然

科
學
的
眞
理
の
螢
見
に
達
し
得
る
か
と
云
ぶ
が
動
き
認
識
論
的
’
問
題
を
研
究
す
る
一
隅
問
を
建



　
設
し
．
ミ
れ
を
自
然
哲
學
と
樗
せ
ん
と
す
る
嚇
涙
の
方
針
に
準
じ
て
秘
歴
史
に
關
す
る
認
識
論
的
諸

　
問
題
、
墜
ち
吾
人
は
如
何
潔
る
途
を
と
ウ
、
如
何
な
6
方
法
を
用
ひ
、
叉
如
何
程
ま
で
歴
更
の
翼
相
を

　
理
解
し
得
る
か
を
研
究
す
る
世
襲
を
建
設
し
、
之
を
實
質
的
な
る
歴
箪
笥
科
學
に
封
し
て
、
歴
史
哲

　
學
と
云
は
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
而
し
て
余
は
大
膿
上
よ
う
見
て
此
の
見
解
を
代
表
す
る
竜

　
の
と
し
て
左
の
諸
家
を
虐
げ
て
置
く
。
但
し
詳
細
の
織
に
勝
て
は
其
等
諸
家
σ
見
解
は
種
々
異

　
な
っ
て
屠
る
の
で
、
只
大
棚
上
の
方
針
に
於
て
一
致
し
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。
　
d
8
岩
㊦
P
O
岩
巳
疑
。
。

　
一
霞
国
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ユ
搾
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卜
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．
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瓢
。
亘
目
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三
Φ
目
一
山
①
ご
鈴
塗
。
孤
。
夢
飾
Φ
｝
宣
ロ
Q
ぴ
。
溝
2
お
Q
。
♂
の
ぎ
旨
Φ
ポ
U
δ
団
憎
。
び
δ
言
Φ

　
母
Ω
・
。
・
。
｝
・
菖
喜
巨
・
・
。
豊
・
レ
。
。
り
肥
』
讐
財
。
｝
母
野
琶
・
・
ζ
振
舞
話
。
ξ
忌
・
げ
ぎ
創
・
・
噛
（
昏
。
ト
径
．
）
・
同
。
。
零
9
。
。
ρ

　
昌
8
ロ
8
ぎ
無
。
皇
臣
。
誉
呂
ぎ
。
。
蓉
琶
§
μ
8
⑦
。
9
§
さ
①
ぎ
号
円
鶏
げ
ρ
蕊
8
男
色
5
夢
9
ピ
。
・
ω
籏
。
銭
。
器
負
Φ
ま

　
頚
・
。
冨
旨
Φ
巴
Φ
島
溶
。
乾
貯
Φ
ω
。
。
芝
管
O
O
墜

　
　
σ
り
歴
史
哲
學
を
以
て
煩
値
の
學
問
と
見
る
見
解
、

　
　
挙
れ
零
墨
更
単
婚
の
新
概
念
の
一
に
し
て
、
軍
純
に
此
の
見
解
を
代
表
す
る
竜
の
と
し
て
は
余

　
は
オ
イ
ケ
ン
の
歴
更
哲
學
の
概
念
を
墨
げ
て
置
き
カ
い
と
思
ぷ
。
　
国
ま
富
P
℃
葺
。
ω
。
笹
。
創
Φ
材
O
⑦
毘
阜

　
。
ぽ
Φ
パ
望
。
徴
乞
ひ
母
鳥
亀
O
Φ
㈹
魯
蓄
昌
臼
⑦
家
出
卜
津
Φ
陣
ぎ
屡
α
q
ノ
詞
お
O
♂
併
し
或
意
味
に
於
て
は
⑥
の
見
解
を
包

脇
摩
す
る
複
雑
麹
又
完
成
せ
る
此
見
解
の
適
例
と
し
て
リ
ッ
カ
ー
ト
の
説
を
簡
輩
に
蓮
べ
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
配
歴
史
哲
恩
閉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
三
＋
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
’

腿
　
ジ
．
ヵ
－
ト
は
歴
史
哲
學
を
三
つ
の
冊
題
部
類
に
於
て
組
織
し
て
居
る
。
第
湘
問
題
部
類
は

一
．
タ
ζ
ト
7
夢

　
歴
更
論
理
或
は
七
号
的
方
法
論
の
諸
問
題
を
、
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
先
づ
歴
更
的
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ゾ
ソ
テ
レ
コ
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ゲ
ソ
ウ

　
の
目
的
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
を
起
し
、
之
れ
に
答
へ
て
歴
史
的
知
識
は
特
殊
的
及
び
特
有

　
ユ
じ
ム
リ
ツ
ヒ
　
　
　
　
　
ァ
イ
ソ
マ
り
じ
ゲ
　
エ
ソ
ト
ウ
イ
ツ
ク
ル
ソ
グ

　
的
の
も
の
、
一
度
二
号
選
を
叙
述
す
べ
き
竜
の
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
。
彼
の
考
ふ
る
鷹
に
よ
れ

　
ば
此
の
磯
達
は
其
の
現
實
に
於
て
は
一
度
的
に
し
て
奪
う
返
し
得
可
か
ら
ぎ
る
竜
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ソ
ジ
ユ
ハ
イ
ツ
ガ
ソ
ヅ
エ

　
是
れ
全
く
歴
華
甲
世
界
の
概
念
と
結
合
す
る
入
類
全
町
に
關
す
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ト
フ
ア
ル
ツ
ソ
グ
　
　
　
グ
リ
ヨ
ヂ
ル
ソ
グ

　
而
し
て
歴
史
家
は
軍
蝋
に
し
て
一
度
的
な
る
人
類
及
び
其
の
展
開
昇
に
調
飾
の
み
を
取
扱
ふ
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ソ
ト
ゥ
イ
ッ
ク
ル
ソ
グ
ス
フ
エ
レ
ラ
ウ
フ

　
き
竜
の
に
し
て
．
彼
の
任
務
は
此
の
磯
達
進
行
を
其
の
総
て
の
部
分
に
鋳
て
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、

　
而
も
一
の
完
成
ぜ
る
個
性
を
形
成
す
る
が
ま
＼
に
叙
堕
す
み
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら

　
ば
此
の
全
膣
の
理
解
に
賞
す
る
途
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
馨
れ
即
郁
．
圃
握
．
艦
．
珊
鰯
．
概
威
．
ぜ
あ

　
る
。
自
然
科
學
的
理
解
構
成
と
嚴
格
に
津
別
さ
れ
る
歴
史
的
理
解
構
成
の
み
が
濁
ウ
右
の
全
禮

　
の
理
解
に
吾
人
を
導
く
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
理
解
は
個
性
的
及
び
特
殊
的
の
も

　
の
に
聾
し
て
構
即
せ
ら
れ
、
之
れ
に
反
し
て
自
然
科
學
的
理
解
は
普
遍
的
の
も
の
に
質
し
て
構
成

　
せ
ら
る
。
歴
史
は
現
實
駿
る
も
の
＼
全
膿
を
捕
へ
ん
と
し
、
自
然
科
學
は
普
遍
的
法
則
に
逮
せ
ん

　
と
努
力
す
る
。
歴
更
は
人
類
の
全
禮
が
．
如
何
に
展
開
し
進
歩
す
る
か
、
如
何
な
る
秩
序
及
び
關
係



　
に
於
て
調
節
せ
ら
る
＼
か
、
逸
話
紳
的
生
活
は
如
何
に
し
て
、
其
の
特
殊
的
な
る
容
貌
形
態
を
得
る

　
か
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
自
然
言
論
は
如
何
な
る
普
遍
的
法
論
が
誌
面
界
の
最
少
部
分
を
竜
動
か
す

　
か
を
決
定
せ
ん
と
す
る
。
歴
更
は
特
殊
的
な
も
の
を
評
便
し
て
之
を
歴
青
的
全
膣
に
結
び
付
け
、

　
自
然
科
學
は
個
別
蘭
な
る
も
の
を
債
値
無
奇
癖
な
る
も
の
＼
一
例
と
し
て
一
の
普
遍
的
な
る
も

　
の
の
中
に
取
ウ
込
寮
ん
と
す
る
。
自
然
科
學
に
思
し
て
は
只
普
遍
的
な
も
の
、
只
特
殊
的
な
竜
の

　
め
多
撒
に
共
同
的
な
る
も
の
、
み
が
重
要
で
あ
う
、
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
歴
更
的

　
理
解
は
個
性
の
理
解
で
あ
っ
て
、
一
度
的
に
し
て
繰
ム
返
し
得
ざ
る
込
の
を
捕
へ
ん
と
す
る
の
で

　
あ
る
・
次
に
貫
入
の
反
省
は
歴
吏
臨
写
實
の
全
範
園
を
鋼
約
す
る
．
舞
鰍
．
訴
追
が
考
察
に
移
る
・

　
・
歴
吏
的
二
尊
を
特
殊
的
個
別
的
に
理
解
せ
し
む
る
三
等
の
形
式
は
何
で
あ
る
か
、
織
れ
は
自
然
科

　
學
的
理
解
構
成
の
形
式
と
如
何
に
匿
下
せ
ら
る
＼
か
、
一
切
の
経
験
科
學
に
於
て
蛋
當
な
る
因
果

　
の
観
念
は
二
更
的
認
識
に
於
て
は
五
言
な
る
特
別
な
る
容
貌
を
と
る
か
。
吾
人
の
反
省
は
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヌ
ト
で
リ
ツ
シ
ユ
ヘ
ロ
グ
じ
シ
エ
じ
ヘ
ソ

　
二
更
的
理
解
構
成
の
形
式
よ
う
歴
黒
質
專
象
の
原
理
の
考
察
に
移
う
、
而
し
て
文
化
便
器
に
於
て

　
歴
吏
的
實
在
の
最
高
條
件
を
認
め
る
。
歴
更
的
生
活
の
理
解
に
勢
し
て
決
定
的
に
重
要
な
る
は

　
法
則
に
非
ら
ず
し
て
、
痴
愚
及
び
急
激
、
學
問
及
び
國
家
等
の
如
き
債
値
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
ウ
哲

師
學
的
考
察
の
特
殊
的
灘
象
を
な
阪
三
品
に
よ
ウ
て
説
明
せ
ら
れ
て
始
め
て
其
の
特
徴
を
＋
分
に

　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
學
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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哲
學
蘇
究
　
箪
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

登
署
す
る
其
等
の
雲
影
概
念
で
あ
る
。
夫
れ
よ
、
9
し
て
歴
史
と
哲
學
と
の
問
に
親
密
．
な
・
る
結
合

が
生
じ
、
而
し
て
其
の
結
合
は
只
一
の
歴
史
的
世
界
観
に
於
て
の
み
切
ら
か
に
二
六
さ
れ
得
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ス
が
ア
ル
ブ
リ
ソ
テ
プ

の
で
あ
る
。
今
其
等
の
二
化
債
値
は
先
づ
歴
更
的
事
象
の
選
鐸
原
理
で
あ
る
。
歴
更
的
與
件
の

総
て
が
歴
史
的
理
解
構
成
の
中
に
入
る
の
で
な
く
、
其
の
多
く
は
歴
更
的
に
意
義
な
き
も
の
と
し

て
放
棄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
個
人
格
も
亦
其
の
輕
験
生
活
の
発
膿
に
於
て
歴
史
的
實
在
中
に
’
撮

取
さ
れ
る
の
で
な
く
、
只
創
造
及
び
成
業
の
大
事
業
を
大
な
ウ
小
な
ウ
闘
…
明
す
る
方
面
淀
於
て
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ロ
ル
サ
ヨ
ソ
グ
ス
ヘ
プ
リ
ソ
チ
ピ
ョ
ソ

み
共
の
中
に
輩
下
さ
れ
・
る
の
で
あ
る
。
　
文
化
窯
業
は
叉
調
整
原
理
で
あ
る
。
　
文
化
債
値
は
歴
史

　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ツ
セ
ソ
マ
エ
ソ
ト
ウ
イ
ツ
ク
ル
ソ
グ
ス
ヲ
イ
ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
世
界
を
調
笛
し
、
大
荏
る
登
臨
系
列
を
欝
成
す
る
、
而
し
て
一
切
の
歴
吏
的
考
察
は
掌
れ
に
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ゆ
ク
ソ
ト
エ
ス
ミ
ツ
テ
ル

付
く
の
で
あ
る
。
傷
う
に
文
化
贋
値
は
認
識
手
段
と
し
て
槻
念
さ
れ
る
こ
と
が
出
家
る
。
丈
化

叢
誌
の
特
性
拝
に
共
の
問
に
成
立
す
る
關
係
の
理
解
は
世
界
吏
q
黒
く
Φ
上
巴
σ
q
⑩
ω
。
置
。
一
話
の
形
に
於

て
伽
、
無
断
シ
騎
疑
の
解
羅
を
可
能
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
穿
犀
異
Q
豊
雲
．
・
℃
喜
雨
喜
貯

囚
5
ご
。
頃
溢
。
げ
霞
周
霧
3
巳
匿
蹴
幹
埴
お
O
α
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
．
．

　
却
読
歴
史
哲
學
の
概
念
及
び
閉
れ
と
魅
會
學
と
の
開
係
に
託
す
る
諸
芸
の
右
の
分
類
は
余
が

八
九
年
前
に
京
都
帝
煮
魚
學
の
血
書
言
及
び
研
究
室
の
逸
書
を
渉
猟
し
て
立
て
π
る
竜
の
で
あ

る
が
、
其
の
後
余
は
特
に
此
問
題
に
注
意
す
る
暇
な
か
直
し
を
以
て
．
必
要
な
る
乗
合
起
は
矢
張
ゐ



　
右
の
分
類
を
其
儘
に
用
ひ
て
居
り
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
論
交
を
準
備
す
る
に
當
て
余
は
歴

　
史
薬
毒
に
画
す
る
最
近
の
大
著
作
冒
Φ
｝
〕
房
勤
ピ
魯
名
工
ゴ
瓢
へ
屯
Q
①
。
，
。
三
σ
算
二
三
♂
。
，
〔
）
｝
｝
三
ρ
お
ヨ
ニ
ご
由
無
し
だ

　
が
、
別
に
右
の
分
類
を
修
正
す
る
必
要
は
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
同
氏
が
右
の
箸
作
中
に
暴

　
げ
・
て
居
る
諸
種
の
歴
史
哲
學
概
念
は
余
の
分
類
の
何
れ
か
の
部
類
甚
入
れ
る
こ
と
が
出
家
る
。

　
叉
同
氏
自
身
の
歴
更
哲
學
概
念
は
同
氏
自
か
ら
言
明
し
て
居
る
如
く
、
リ
ッ
カ
ザ
ト
の
概
念
に
基
づ

　
き
而
し
て
之
を
大
成
せ
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
同
氏
の
新
概
念
竜
大
宝
上
矢
張
う
第

　
七
種
の
見
解
に
組
す
る
竜
の
で
あ
る
。
併
し
同
氏
の
右
の
著
作
は
高
償
な
も
の
で
、
且
つ
今
日
で

　
は
ま
だ
容
易
に
手
に
爵
れ
る
こ
と
は
出
摩
“
な
い
か
ら
、
護
者
の
便
宜
を
間
う
妓
に
同
氏
の
真
柱
哲

　
學
の
概
念
の
大
要
を
述
べ
て
、
以
て
歴
更
哲
學
の
新
概
念
の
最
近
の
毅
逮
を
示
し
て
置
き
π
い
と

　
思
ぷ
。
．

　
　
メ
ー
リ
ス
、
馬
は
歴
更
哲
學
を
如
何
な
る
學
問
と
し
て
組
織
せ
ん
と
す
る
か
は
蚊
に
右
の
著
作

　
策
一
部
第
二
篇
．
歴
史
平
々
堂
廊
甥
問
題
・
の
綱
目
を
墨
ぐ
れ
ば
最
と
竜
よ
く
理
解
し
得
ら
れ
る
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
シ
ヒ
ト
ロ
ロ
ギ
ク

　
思
ふ
。
同
氏
は
先
づ
歴
史
哲
學
の
問
題
を
歴
更
論
理
の
問
題
と
、
歴
青
面
心
値
論
の
問
題
と
驚
界

　
史
の
問
題
と
の
三
大
部
門
に
分
っ
て
居
る
。
　
而
し
て
夫
よ
ウ
ま
つ
各
部
門
に
心
す
る
諸
問
題
を

翻
分
類
し
て
其
の
一
般
的
意
義
を
論
述
し
て
居
る
瑛
先
づ
歴
史
論
理
の
部
門
に
於
て
に
第
一
問
題

　
　
　
　
　
力
．
ン
ト
の
罐
吏
哲
學
・
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
哲
學
研
寵
　
　
第
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ブ
レ
ム
ク
ヲ
ィ
ス

鵬
圏
と
し
て
歴
更
の
目
的
の
問
題
、
第
二
問
題
圏
と
し
、
て
歴
更
的
事
物
の
問
題
、
第
三
問
題
圏
と
し
て

　
歴
臭
に
於
け
る
形
式
と
内
容
と
の
問
題
、
第
四
問
題
圏
と
し
て
方
法
の
問
題
を
墨
げ
、
更
に
各
問
題

　
圏
に
燭
す
る
諸
問
題
を
詳
し
く
列
難
し
て
居
る
。
　
次
に
歴
更
的
憤
値
論
の
部
門
に
於
て
は
第
一

　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ル
ツ
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ス
ツ
ソ
グ
ヌ
ブ
は
プ
レ
ム

　
問
題
圏
と
し
て
鋼
筆
の
問
題
第
二
問
題
圏
と
し
て
開
化
債
値
の
作
業
問
題
、
第
三
問
題
閥
と
し
て

　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ト
ラ
ク
ク
ッ
ア
ブ
ロ
ブ
レ
ム

　
文
化
債
値
の
構
造
問
題
を
畢
げ
更
に
各
問
題
圏
に
就
て
覧
れ
に
聾
す
る
諸
問
題
を
決
定
し
て
居

　
る
。
　
終
う
に
世
界
吏
の
部
門
に
於
て
は
先
づ
其
の
｝
般
的
問
題
と
特
殊
的
問
題
と
を
分
ち
、
尚
ほ

　
特
殊
的
問
題
を
更
に
世
界
更
の
第
一
問
題
と
し
て
憤
値
と
慰
問
と
關
係
と
，
第
二
問
題
と
し
て
歴

　
更
的
事
象
の
酢
駕
謝
，
嚢
繕
駕
ど
に
分
ち
・
叉
後
者
の
問
題
を
大
群
上
左
の
如
一
に
決
定
し
て
居

　
る
。
　
　
即
ち
宗
…
教
的
意
義
給
附
、
科
學
的
意
義
給
附
、
哲
學
的
理
論
的
意
義
給
附
、
倫
理
的
意
義
給
附
、
審

　
美
的
意
義
給
附
、
包
括
的
統
一
的
意
義
給
附
等
の
諸
問
題
。

　
　
今
歴
更
哲
學
に
關
す
る
現
今
の
諸
概
念
及
び
歴
更
哲
學
と
肚
會
學
と
の
關
係
に
關
す
る
諸
見

　
解
は
大
砂
上
右
に
述
べ
し
が
如
き
物
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
余
の
砒
會
墨
の
概
念
の
上
か
ら
考
察
し

　
て
、
余
は
耽
奔
逸
と
歴
史
哲
學
と
の
關
壷
井
に
歴
更
哲
學
の
概
念
を
動
何
に
決
定
せ
ん
と
す
る
か

　
と
云
ふ
に
、
本
節
は
除
ウ
に
長
く
な
つ
泥
か
ら
節
、
を
洌
に
し
て
之
を
論
述
し
だ
い
と
思
ム
。
（
未
完
）


